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土木工事共通仕様書〔Ⅱ〕（平成３１年４月１日）新旧対照表 

頁 新（平成３１年４月１日） 旧（平成３０年１０月１日） 

P4 

土木工事施工

管理基準 

 

５．管理項目

及び方法 

 

（２）出木形

管理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

略 

 

 

５・管理項目及び方法 

 

                          略 

 

(2) 出来形管理 

      受注者は、出来形を出来形管理基準に定める測定項目及び測定基準により実測 

   し、設計値と実測値を対比して記録した出来形管理図表を作成し管理するものと 

   する。但し、測定値が１０点未満の場合は出来型結果表のみとし、出来型管理図 

表の作成は不要をする。 

 なお、測定基準において測定箇所数「○○につき１ヶ所」となっている項目に 

ついては、小数点以下を切り上げた箇所数を測定するものとする。 

    

 

略 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

略 

 

 

５・管理項目及び方法 

 

                          略 

 

(2) 出来形管理 

      受注者は、出来形を出来形管理基準に定める測定項目及び測定基準により実測 

   し、設計値と実測値を対比して記録した出来形管理図表を作成し管理するものと 

   する。但し、測定値が１０点未満の場合は出来型結果表のみとし、出来型管理図 

表の作成は不要をする。 

 なお、測定基準において測定箇所数「○○につき１ヶ所」となっている項目に 

ついては、小数点以下を切り下げた箇所数を測定するものとする。 

    

 

略 
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土木工事共通仕様書〔Ⅱ〕（平成３１年４月１日）新旧対照表 

頁 新（平成３１年４月１日） 旧（平成３０年１０月１日） 

P295、P297 

P299 

品質管理基準

及び規格値 

 

１  セ メ ン

ト・コンクリ

ート（転圧コ

ンクリート・

コンクリート

ダム・覆工コ

ンクリート・

吹付コンクリ

ートを除く） 

 

適用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 単位水量測定  

 対象構造物 

（１）高さ５ｍ以上の鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ擁壁（ただ、ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ製品は除く。） 

（２）内空断面積２５㎡以上の鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄｶﾙﾊﾞｰﾄ類 

（３）橋梁上・下部工 

（４）ﾄﾝﾈﾙ 

（５）高さが３ｍ以上の堰・水門・樋門・砂防ダム 

（６）スノーシェッド・スノーシェルター 

 

 

               略 

 

 

単位水量測定 

 対象構造物 

（１）高さ５ｍ以上の鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ擁壁（ただ、ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ製品は除く。） 

（２）内空断面積２５㎡以上の鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄｶﾙﾊﾞｰﾄ類 

（３）橋梁上・下部工 

（４）ﾄﾝﾈﾙ 

（５）高さが３ｍ以上の堰・水門・樋門・砂防ダム 

                    

 

               略 

 

 

コンクリート圧縮強度試験 

                    

              略 

  

 以下の重要構造物のδ28日圧縮強度試験は、公的試験機関において実施する。なお、いずれ 

の構造物についても、プレキャスト製品及びプレストレストコンクリートは除く。 

（１）高さ５ｍ以上の鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ擁壁（ただ、ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ製品は除く。） 

（２）内空断面積２５㎡以上の鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄｶﾙﾊﾞｰﾄ類 

（３）橋梁上・下部工 

（４）ﾄﾝﾈﾙ 

（５）高さが３ｍ以上の堰・水門・樋門・砂防ダム 

（６）スノーシェッド・スノーシェルター 

 

略 

 

 

コンクリート圧縮強度試験 

                   略 

  

 以下の重要構造物のδ28日圧縮強度試験は、公的試験機関において実施する。なお、いずれ 

の構造物についても、プレキャスト製品及びプレストレストコンクリートは除く。 

（１）高さ５ｍ以上の鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ擁壁（ただ、ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ製品は除く。） 

（２）内空断面積２５㎡以上の鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄｶﾙﾊﾞｰﾄ類 

（３）橋梁上・下部工 

（４）ﾄﾝﾈﾙ 

（５）高さが３ｍ以上の堰・水門・樋門・砂防ダム 

                      

 

 

略 

 

 

 

ひび割れ調査  

 対象構造物 

（１）高さ５ｍ以上の鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ擁壁（ただ、ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ製品は除く。） 

（２）内空断面積２５㎡以上の鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄｶﾙﾊﾞｰﾄ類 

（３）橋梁上・下部工 

（４）ﾄﾝﾈﾙ 

（５）高さが３ｍ以上の堰・水門・樋門・砂防ダム 

（６）スノーシェッド・スノーシェルター 

  

略 

 

 

ひび割れ調査 

 対象構造物 

（１）高さ５ｍ以上の鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ擁壁（ただ、ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ製品は除く。） 

（２）内空断面積２５㎡以上の鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄｶﾙﾊﾞｰﾄ類 

（３）橋梁上・下部工 

（４）ﾄﾝﾈﾙ 

（５）高さが３ｍ以上の堰・水門・樋門      

                     

 

               略 

 

 

 

テストハンマーによる強度推定調査 

 対象構造物 

（１）高さ５ｍ以上の鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ擁壁（ただ、ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ製品は除く。） 

（２）内空断面積２５㎡以上の鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄｶﾙﾊﾞｰﾄ類 

（３）橋梁上・下部工 

（４）ﾄﾝﾈﾙ 

（５）高さが３ｍ以上の堰・水門・樋門・砂防ダム 

（６）スノーシェッド・スノーシェルター 

 

               略 

 

 

テストハンマーによる強度推定調査 

 対象構造物 

（１）高さ５ｍ以上の鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ擁壁（ただ、ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ製品は除く。） 

（２）内空断面積２５㎡以上の鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄｶﾙﾊﾞｰﾄ類 

（３）橋梁上・下部工 

（４）ﾄﾝﾈﾙ 

（５）高さが３ｍ以上の堰・水門・樋門      

（６）砂防ダム 

 

               略 
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土木工事共通仕様書〔Ⅱ〕（平成３１年４月１日）新旧対照表 

頁 新（平成３１年４月１日） 旧（平成３０年１０月１日） 

 

 

P295、P297 

品質管理基準

及び規格値 

 

１  セ メ ン

ト・コンクリ

ート（転圧コ

ンクリート・

コンクリート

ダム・覆工コ

ンクリート・

吹付コンクリ

ートを除く） 

 

試験基準 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スランプ試験 

  試験基準 

 ・荷下ろし時。１日１回以上または構造物の重要度と工事の規模に応じて20m3～150m3ごとに１回、及び 

  荷下ろし時に品質変化が認められた時。ただし、道路橋鉄筋コンクリート床版にレディーミクスト 

  コンクリートを用いる場合は原則として全車測定を行う。 

 

略 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スランプ試験 

  試験基準      

 ・荷下ろし時。                                         

                    ただし、道路橋鉄筋コンクリート床版にレディーミクスト 

  コンクリートを用いる場合は原則として全車測定を行う。 

 

略 

 

 

 

 

 コンクリート圧縮強度試験 

  試験基準 

 ・荷下ろし時。１日１回以上または構造物の重要度と工事の規模に応じて20m3～150m3ごとに１回 

  なお、供試体は打設場所で採取し、１回につき６本（σ７…３本、σ２８…３本）とする。 

（早強セメントを使用する場合には、必要に応じてσ３…３本についても採取する。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 コンクリート圧縮強度試験 

  試験基準 

鉄筋コンクリートは打設日１日につき２回（午前１回・午後１回）。その他のコンクリート打設日１日に 

つき１回行う、ただし、基礎コンクリート、練石積（張）の胴込コンクリート等は、１工事当たり工事 

   規模に応じ１～３回程度とする。なお、供試体は打設場所で採取し、１回につき６本（σ７…３本、 

   σ２８…３本）とする。（早強セメントを使用する場合には、必要に応じてσ３…３本についても採取 

   する。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

空気量測定 

  試験基準      

 ・荷下ろし時。１日１回以上または構造物の重要度と工事の規模に応じて20m3～150m3ごとに１回、及び 

荷下ろし時に品質変化が認められた時。   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

空気量測定 

  試験基準      

 ・荷下ろし時。                                         
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土木工事共通仕様書〔Ⅱ〕（平成３１年４月１日）新旧対照表 

頁 新（平成３１年４月１日） 旧（平成３０年１０月１日） 

 

P305 

4 プレキャ

ストコンクリ

ート製品（そ

の他） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

試験成績表等による確認 「 」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

試験成績表等による確認 「○」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

P361 

21 河川・海

岸土工 

 

現場密度の測定 

  試験基準 

 

  築堤河道の場合は、1,000m3 に 1 回の割合、または堤体延長 20m に 3 回の割合のうち、測定頻度の高い方で実施する。 

  また、堀込河道の場合は、1,000m3 に 1 回の割合で実施する。 

 

  １回の試験につき 3項で測定し、3項の平均値で判定を行う。 

 

現場密度の測定 

  試験基準 

 

  築堤は、1,000m3 に 1 回の割合、または堤体延長 20m に 3 回の割合のうち、測定頻度の高い方で実施する。 

                             

 

１回の試験につき 3項で測定し、3項の平均値で判定を行う。 
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土木工事共通仕様書〔Ⅱ〕（平成３１年４月１日）新旧対照表 

頁 新（平成３１年４月１日） 旧（平成３０年１０月１日） 

 

写真管理基準 

 

撮影箇所一覧

表 

 

 


